
　　　　

2025 年 1 月 24 日

9 時 0 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節に合わせた行事を行っております。３・４月：花見・散歩・公園・金毘羅山登り　７・８月：水遊び・おやつ作り（長期休み中）　１０月：ハロウィン　１２月：クリスマス会
１月：初詣　２月：節分・バレンタイン　３月：節分・お楽しみ会
お誕生会　長期休み：調理活動

（別添資料１）

家族支援

ご家庭での困りごとや学校での不安なこと等の相談を受けています。また、兄弟
（姉妹）の悩みも伺っています。 移行支援

学校生活での様子や出来事等、学校の先生と情報共有しながら、療育を
行っています。また、進学・就労に向けて保護者様からの悩みや不安なこ
とをお聞きし、移行先への申し送りをさせていただきます。

地域支援・地域連携

地域の小中学校に在籍している学校の先生と連携し、情報共有を行っています。
毎月の子ども食堂（ふれ愛食堂）開催前にご案内させていただいております。

職員の質の向上

内部・外部での新人研修や中堅職員・リーダー研修に参加しています。
福岡県知的障がい者福祉協会の研修、児童発達支援協議会の研修へ参加し
ております。虐待防止・権利擁護・避難訓練等の研修に参加しています。

支　援　内　容

到着から帰宅するまでのスケジュールを提示することで、日々の生活の流れが定着できるように取り組んでいます。また、到着後の手洗いやうがい、着替え（必要な方）、排泄、食事など
身の回りのことをスモールステップで獲得できるように取り組んでいます。
ご家庭の生活で困りごとがある方には、個別で取り組みやすいところから目標を設定し、取り組んだことをチェック表に記し、振り返りを行うようにしています。

学校で取り組んでいる運動（体育）の内容に合わせて、縄跳び・ドッチボール・ポートボール・シャトルラン・ボッチャ・ソフトバレー等に取り組んでいます。また、苦手な部分や障が
い・年齢などの特性を踏まえ、身体の使い方や感覚統合を楽しく身に着けられるように、一人ひとりに応じた運動・感覚プログラムを提供しています。
季節に合わせて制作活動を行っています。様々な材料や道具を使用し、個人作品や合同制作等行っています。

本
人
支
援

学校の宿題に取り組んでいます。将来、仕事をする上で、与えられた仕事を時間の中でやり遂げることができる大人を目指し、小学生時代から頑張ろうとする力を身に着けています。ま
た、集団生活の流れに沿った行動ができるように、スケジュール化して療育を行っております。見通しを立てることで次の行動に移ることができるようになります。

自分の思いを伝えたいという気持ちを大切にしています。相手に伝わることで、分かってもらえたという成功経験を積み重ねることで、不安なことや心配事も相談できるように支援してい
ます。また、他者とのトラブルが起きた際、相手の思いや気持ちを知る機会も作っています。『仲良くするにはどうしたらいいのかな』とソーシャルスキルトレーニングを行うことで、他
者の気持ちを知りつつ、自分の気持ちを相手に伝えることで良い関係性が築けるように支援しています。
個々のコミュニケーション手段を用いて、写真やイラスト、意思表示カードでコミュニケーション、やりとりを行っています。

毎日、グループ活動を行います。遊びを通して他者との関わる機会を設け、子どもたちが楽しめる遊びを提供しています。子どもたち同士で考える力やお互いに『できること・できそうに
ないこと』など他者のことを知り、助け合う力も一緒に育っています。活動での勝負事は、一人ひとり表現の仕方が違い、どうしたら良いのかなと一緒に考える機会も作っています。

支援方針

①自立支援と日常生活の充実のための活動
　様々な活動や遊びを通して、成功体験の積み重ねをしていくことで、自己肯定感を育みます。また、お子さんが通っている学校での宿題や課題を共有し、学校と連携を図りながら
　支援を行っていきます。戸外活動での交通ルールやマナーを学ぶことで地域で安心して暮らせる土台作りを目指します。
②多様な体験的な活動や遊び
　様々な遊びの提供を行うことで、体験したことや興味を持ったことに対し、「またやってみたい」という気持ちや新たにやってみたいと感じる機会につながるような、遊びの提供
　を行っていきます。また、季節ごとの行事開催も行っていきます。
③地域交流の機会の提供
　法人全体での取り組みとして、ふれ愛食堂（子ども食堂）を展開しています。地域共生社会を目指し、地域の方々との関係性を深め、安心して地域で育ち、生きていける場所作り
　を目指します。
④こどもが主体的に参画できる機会
　こどもたちと一緒に活動を企画し、主体的に参画できる機会を設けていきます。一人ひとりの意思を受け止めつつ、寄り添いながら進めていきます。自分の気持ちを伝える場所と
　して実感してもらい、こどもの権利を守っていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
利用者が明日に希望が持てるサービスを目指します。
多様なサービスを提供することで、地域の方に頼られる法人を目指します。
職員が遣り甲斐・働き甲斐が持てる職場作りを目指します。

事業所名 学童ふれ愛 作成日支援プログラム（参考様式）


